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5G進展に伴い最先端半導体を支える半導体製造装置の需要が高まっています
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5G加速で注目される半導体製造装置
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最先端半導体を支える半導体製造装置

半導体製造装置市場はアジア企業が牽引

（出所） SEAJ「世界半導体製造装置統計（2021年4月14日）」のデータを
基に三井住友トラスト・アセットマネジメント作成

（出所）各種報道を基に三井住友トラスト・アセットマネジメント作成

 5G （第５世代移動通信システム）の普及拡大や新型
コロナウイルスによる巣ごもり需要増加等を背景と
して、足元では世界的に半導体不足が深刻化してお
り、5Gスマートフォンやデータセンター等で使用さ
れる最先端半導体に対する需要は、今後ますます高
まる見込みです。

 とりわけ2021年に半導体市場とともに成長が期待
されているのが、半導体製造装置分野です。半導体
の性能向上のためには、半導体チップに書き込む回
路線幅の微細化に対応する製造装置が不可欠とな
ります。

 そのため大手半導体製造装置関連企業では、生産
能力を増強するために大規模な設備投資を計画し、
技術開発や増産を急ピッチで進めています。

 2020年10-12月期決算ではASMLホールディン
グ（オランダ）や東京エレクトロン（日本）、TSMC（台
湾）などを筆頭に半導体製造装置関連企業の業績は
軒並み好調でした。SEAJ（日本半導体製造装置協
会）の調べによると2020年の半導体製造装置の世
界販売額は、前年比19％増の712億米ドルとなり、
過去最高を更新しました。

 半導体製造装置市場では、アジア諸国の活躍が目立
ちます。中国が前年比39％増の187億米ドルとな
り、初めて半導体製造装置の最大市場となりました。
中国ではハイテク産業育成政策「中国製造2025」
（2015年公表）において、2025年の半導体自給率
70％を掲げるなど国を挙げて国産化に取り組んで
います。

 また、韓国が前年比61％増の161億米ドルで主要
国・地域では伸び率がトップとなりました。韓国は、半
導体分野を中心に国策化を推し進めるため、2兆ウォ
ンの予算を組み技術者養成などを行う予定です。

 2021年も世界的な半導体需給逼迫による恩恵を
受けて、世界販売額は2年連続で過去最高を更新す
る見通しであり、今後も関連企業の収益成長に投資
家の注目が集まりそうです。

企業名 取り組み内容

東京
エレクトロン

約110億円を投じ最先端半導体
向け装置の開発施設を新たに建
設予定

TSMC
2021年から３年で約１１兆円規
模の設備投資計画

サムスン電子
2021年、半導体部門に3兆円超
規模の設備投資計画

インテル
約2兆1,700億円を投じて米国
内に新工場を建設予定

市場規模（左軸）
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